
宇
治
拾
遺
物
語

出
典

▼
底
本

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
拾
遺
物
語
　
古
本
説
話
集
」（
三
木
紀

人
・
浅
見
和
彦
他
校
注
、
平
成
二
〔
一九九〇〕
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
っ
た
。

▼
成
立
・
編
者

　「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
説
話
文
学
研
究
一
般
の

手
続
き
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
事
実
と
関
わ
る
内
部
徴
証
や
他
の
説
話
集
と

の
本
文
関
係
を
検
証
す
る
ほ
か
、
序
文
の
記
述
と
併
せ
て
検
討
が
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
定
説
と
言
う
べ
き
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。
建
保
年
間
（
一二一三

〜
一二一九）
か
ら
承
久
年
間
（
一二一九〜
一二二二）
の
頃
と
見
る
説
が
多
く
、
ま
た
、

後
の
増
補
を
想
定
す
る
説
も
あ
る
。
編
者
は
不
明
だ
が
、
成
立
の
事
情
に
つ

い
て
は
、
序
文
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
言
わ
れ
る
散
逸
説
話
集
に
、

「
後
に
さ
か
し
き
人
々
書
き
入
れ
た
る
あ
ひ
だ
、
物
語
多
く
な
れ
り
」、「
さ

る
ほ
ど
に
、
今
の
世
に
、
…
大
納
言
の
物
語
に
も
れ
た
る
を
拾
ひ
集
め
、
ま

た
、
そ
の
後
の
こ
と
な
ど
書
き
集
め
た
る
」
も
の
が
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
な

の
だ
と
記
し
て
い
る
。

▼
内
容

　
収
録
説
話
数
は
百
九
十
七
編
で
、
類
別
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
冊
数
が
ま

ち
ま
ち
な
諸
本
に
お
い
て
、
百
三
話
ま
で
を
前
半
と
し
、
そ
れ
以
下
を
後
半

と
す
る
分
け
方
は
一
貫
し
て
い
る
。
先
行
説
話
集
に
典
拠
の
あ
る
も
の
が
百

四
十
三
話
あ
り
、中
で
も
八
十
二
編
が「
今
昔
物
語
集
」と
ほ
ぼ
同
文
と
言
え

る
ほ
ど
近
い
関
係
に
あ
る
。
他
に
「
古
本
説
話
集
」
と
二
十
三
話
、「
古
事
談
」

と
二
十
話
が
直
接
ま
た
は
間
接
の
伝
承
関
係
に
あ
る
。
仏
教
説
話
と
世
俗
説

話
と
に
大
別
し
た
場
合
、
世
俗
説
話
が
過
半
数
と
な
る
。
そ
れ
ら
が
順
不
同

に
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
編
者
の
問
題
意
識
や
連
想
が

自
ず
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
よ
う
な
配
列
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
文
学
性
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
転
変
す
る
時
代
の
底
に
変
わ
る
こ
と
な
い
人
間
の
心
理
が
的
確
に
描

き
出
さ
れ
、
会
話
部
も
多
く
、
文
体
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
和
文
体
で
あ
る
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
小
林
保
治
他
　

　
小
学
館
　
平
八

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
拾
遺
物
語
　
古
本
説
話
集
」
三
木
紀
人
・

浅
見
和
彦
他
　

　
岩
波
書
店
　
平
二

　
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
大
島
建
彦
　

新
潮
社
　
昭
六
十

　
校
注
古
典
叢
書
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
長
野
嘗
一
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
・
五
十
五

　
日
本
古
典
全
書
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
野
村
八
良
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朝
日
新
聞
社
　
昭
四
十
五

　「
宇
治
拾
遺
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
中
島
悦
次
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
昭
三
十
五

　「
宇
治
拾
遺
物
語
」（
岩
波
文
庫
）
渡
辺
綱
他
　

岩
波
書
店
　
昭
二
十
六
〜
二
十
七

▽
研
究
書

　
説
話
文
学
の
世
界
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
長
野
嘗
一
他
　

笠
間
書
院
　
昭
五
十
四

　
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
「
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
」
小
峯
和
明

編
　

有
精
堂
　
昭
六
十
一

　「
説
話
文
学
と
絵
巻
」
益
田
勝
実
　

三
一
書
房
　
昭
三
十
五

　「
中
世
説
話
文
学
論
」
西
尾
光
一
　

塙
書
房
　
昭
三
十
八

　「
論
纂
　
説
話
と
説
話
文
学
」
久
保
田
淳
他
編
　
笠
間
書
院
　
昭
五
十
四

　「
説
話
文
学
の
構
想
と
伝
承
」
志
村
有
弘
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
七

　「
説
話
の
講
座
」
小
峯
和
明
他
　

勉
誠
社
　
平
三
〜
五

▽
入
門
書
・
研
究
案
内

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
」
佐
藤
謙
三
編
　

角
川
書
店
　
昭
五
十
一

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
中
世
説
話
集
」
西
尾
光
一
・
貴
志
正
造
編
　

角
川
書
店
　
昭
五
十
二

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
説
話
文
学
」
大
曽
根
大
介
編
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
九

　
別
冊
国
文
学
「
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
」
三
木
紀
人
編
　

学
燈
社
　
昭
六
十
三

　
別
冊
国
文
学
「
新
古
典
文
学
研
究
必
携
」
市
古
貞
次
編
　
学
燈
社
　
平
二

生
徒
用

　「
宇
治
拾
遺
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
中
島
悦
次
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
昭
三
十
五

　「
完
訳
日
本
の
古
典
　
宇
治
拾
遺
物
語
」
小
林
智
昭
・
小
林
保
治
・
増
古

和
子
　

小
学
館
　
昭
六
十
一

　
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
「
今
昔
物
語
集
　
宇
治
拾
遺
物
語
」
小
峯
和

明
・
藤
沢
周
平
　

新
潮
社
　
平
三

　
日
本
の
古
典
を
読
む
「
宇
治
拾
遺
物
語
　
十
訓
抄
」
小
林
保
治
・
増
古
和

子
・
浅
見
和
彦
　

小
学
館
　
平
十
九

図
版
解
説

〈
不
動
明
王
二
童
子
像
〉

青
蓮
院
蔵
。
一
一
世
紀
。
絹
本
著
色
。
作
者
未
詳
。
国
宝
。
絹
本
の

濃
茶
褐
色
の
地
色
に
、
朱
と
丹
で
激
し
く
燃
え
盛
り
揺
れ
動
く
炎
が
描

か
れ
、
そ
の
中
央
に
、
剣
と
絹
索
を
持
し
た
忿
怒
の
形
相
の
青
不
動
明

王
が
座
し
、
右
に
矜
妬
羅
童
子
、
左
に
制
𠮟
妬
童
子
を
配
す
る
構
図
と

な
っ
て
い
る
。

⇩
Ｐ
15

〈

慕ぼ

帰き

絵え

詞こ
と
ば〉

西
本
願
寺
蔵
。
観
応
二
年
（
一三五一）
作
。
絵
巻
。
一
〇
巻
。
本
覚
寺

三
世
覚
如
の
伝
記
を
描
い
た
も
の
で
、
覚
如
の
子
慈
俊
撰
。
絵
は
藤
原

隆
昌
・
隆
章
、
詞
書
は
三
条
公
忠
ら
。
一
、
七
巻
の
み
文
明
十
四
年

（
一四八二）
の
補
作
で
、
絵
は
藤
原
久
信
、
詞
書
は
飛
鳥
井
雅
康
。
挿
絵

は
寺
院
で
の
調
理
風
景
。
囲
炉
裏
に
鍋
が
か
け
ら
れ
、
右
奥
に
は
膳
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

⇩
Ｐ
16
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